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平成24年4月26目

都道府県医師会

社会保険担当理事　殿

日本医師会常任理事

　　　　　鈴　木　邦　彦

厚生労働大臣が指定する病院の病棟における療養に要する費用の額の算定方法第一項

第五号の規定に基づき厚生労働大臣が別に定める者の一部を改正する件等について

　D　P　C対象病院における包括評価の対象外（出来高）となる患者につきましては、　「厚生

労働大臣が指定する病院の病棟における療養に要する費用の額の算定方法第一項第五号の規

定に基づき厚生労働大臣が別に定める者」　（厚生労働省告示第140号）により示されてい

るところであります。

　今般、4月17目付けで上記告示の一部が改正されるとともに、平成24年3月30日付

け通知「厚生労働大臣が指定する病院の病棟における療養に要する費用の額の算定方法第1

項第5号の規定に基づき厚生労働大臣が別に定める患者について」の一部を改正及び修正す

る旨、厚生労働省保険局医療課長より別添のとおり通知されましたので、ご連絡申し上げま
す。

　具体的には、上記告示第二号の別表に薬剤（エベロリムス、カスポファンギン酢酸塩）が

追加され、それに伴う取扱い等について通知されたものであります。　（詳細は添付資料をご

参照下さい。）

＜添付資料＞

1．厚生労働大臣が指定する病院の病棟における療養に要する費用の額の算定方法第一項

　第五号の規定に基づき厚生労働大臣が別に定める者の一部を改正する件

　（厚生労働省告示第340号）

2．厚生労働大臣が指定する病院の病棟における療養に要する費用の額の算定方法第1項

第5号の規定に基づき厚生労働大臣が別に定める患者について

　（平24．4．17保医発0417第3号　厚生労働省保険局医療課長）
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〔
省
　
　
令
〕

0
電
気
事
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正

　
す
る
省
令
（
経
済
産
業
三
五
）

〔
告
　
　
示
〕

O
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
幕
づ
き
、
登

，
録
政
治
資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者

　
を
公
告
す
る
件

　
（
政
治
資
金
適
正
化
委
二
三
）

Q
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い

　
に
関
ず
る
特
別
措
置
法
第
七
条
の
規
定
に

　
よ
る
承
認
を
し
た
件
（
法
務
一
五
四
）

O
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一
．

　
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規

　
定
す
る
事
業
上
の
関
係
を
有
す
る
外
国
の

　
公
私
の
機
関
を
定
め
る
省
令
第
二
号
の
規

　
定
に
基
3
き
、
技
能
実
習
生
を
雇
用
契
約

　
に
基
づ
い
て
受
け
入
れ
る
本
邦
の
公
私
の

　
機
関
と
事
業
上
の
関
係
を
有
す
る
外
国
の

　
公
私
の
機
関
を
定
め
る
件
（
同
一
五
五
）

O
円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

　
イ
ン
ド
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関

　
す
る
件
（
外
務
一
五
一
）

O
使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基
準
）
の
一
部

　
を
改
正
す
る
件
（
厚
生
労
働
三
三
八
）

　
O
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に
療
担
幕

　
　
準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲

　
　
示
事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
　
　
（
同
三
三
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
O
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟

　
　
に
お
け
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
．

　
　
．
定
方
法
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き

　
　
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
者
の
一
部

　
　
を
改
正
す
る
件
（
同
三
四
〇
）

　
O
森
林
病
害
虫
等
防
除
法
第
三
条
第
一
項
の

　
　
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る

　
　
命
令
を
す
る
等
の
件

　
　
　
（
農
林
水
産
一
〇
二
三
）

　
O
森
林
病
害
虫
等
防
除
法
第
三
条
第
一
項
の

　
　
規
定
に
基
う
き
、
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る

　
　
命
令
を
す
る
等
の
件
（
同
一
〇
二
四
）

　
O
森
林
病
害
虫
等
防
除
法
第
三
条
第
二
項
の

　
　
規
定
に
基
3
き
、
特
別
伐
倒
駆
除
を
命
ず

　
　
る
等
の
件
（
同
一
〇
二
五
）

　
O
森
林
病
害
虫
等
防
除
法
第
三
条
第
三
項
の

　
　
規
定
に
基
づ
き
、
補
完
伐
倒
駆
除
を
命
ず

　
　
る
等
の
件
（
同
一
〇
二
六
）

　
O
電
気
事
業
法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
第
一

　
　
項
の
表
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
、
第

　
　
五
号
及
び
第
七
号
並
び
に
第
五
士
ハ
条
の

　
　
表
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
並
び
に
第
七

　
　
十
九
条
第
一
号
並
び
に
第
九
十
四
条
第
一

　
　
項
第
六
号
並
び
に
別
表
第
二
の
発
電
所
の

　
　
項
中
一
の
下
欄
の
事
前
届
出
を
要
す
る
も

　
　
の
欄
中
q
ゆ
及
び
③
並
び
に
別
表
第
二
の
発
、

　
　
電
所
の
項
中
二
の
（
一
）
の
下
欄
の
事
前

　
　
届
出
を
要
す
る
も
の
欄
中
ω
及
び
③
の
規

　
　
定
に
基
づ
き
、
小
型
の
も
の
若
し
く
は
特

　
　
定
の
施
設
内
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

　
　
水
力
発
電
所
、
水
力
設
備
及
び
水
力
発
電

　
　
所
の
発
電
設
備
、
小
型
の
汽
力
を
原
動
力

　
　
と
す
る
火
力
発
電
所
、
火
力
設
備
及
び
火

　
　
力
発
電
所
の
発
電
設
備
、
液
化
ガ
ス
を
熱

　
　
媒
体
と
し
て
用
い
る
小
型
の
汽
力
を
原
動

　
　
力
と
す
る
火
力
発
電
所
又
は
小
型
の
ガ
ス

　
　
タ
ー
ビ
ン
を
原
動
力
と
す
る
火
力
発
電
所

　
　
友
び
火
力
設
備
を
定
め
る
告
示

　
　
（
経
済
産
業
一
〇
〇
）

二二罠

　
O
電
気
事
業
法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
の
二

　
　
第
一
号
ロ
の
要
件
、
第
一
号
ハ
及
び
第
二

　
　
号
ロ
の
機
械
器
具
並
び
に
第
一
号
二
及
び

　
　
第
二
号
ハ
の
算
定
方
法
等
並
び
に
第
五
十

　
　
三
条
第
二
項
第
五
号
の
頻
度
に
関
す
る
告

　
　
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
（
同
一
〇
一
）

O
土
濃
墨
の
規
定
に
巻
き
嚢
の
認

　
　
定
を
し
た
件
薗
土
交
通
四
六
五
）

　
O
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
災
害
廃
棄

　
　
物
の
広
域
処
理
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

　
　
る
件
（
環
境
七
六
）

　
O
海
上
に
お
け
る
空
対
空
射
撃
訓
練
を
実
施

　
　
す
る
件
（
防
衛
一
〇
〇
～
一
〇
三
〉

　
O
海
上
に
お
け
る
空
対
空
射
撃
訓
練
及
び
試

　
　
験
並
び
に
水
上
標
的
に
対
す
る
射
爆
撃
訓

　
　
練
及
び
試
験
を
実
施
す
る
件
（
同
一
〇
四
）

　
O
海
上
に
お
け
る
空
対
空
射
撃
訓
練
及
び
水

　
　
上
標
的
に
対
す
る
射
爆
撃
訓
練
を
実
施
す

　
　
る
件
（
同
一
〇
五
）

　
O
海
上
に
お
け
る
水
上
標
的
忙
対
す
る
射
爆

　
　
撃
訓
練
を
実
施
す
る
件
（
同
一
〇
六
）

　
O
道
路
に
関
す
る
件

　
　
（
近
畿
地
方
整
備
局
九
七
～
一
〇
〇
）

　
O
都
市
計
画
に
関
す
る
件

　
・
（
中
国
地
方
整
備
局
七
四
）

四五六

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣
海
上
保
安
庁

〔
官
庁
報
告
〕

　
　
　
自
庁
事
項

東
北
地
方
整
備
局
公
示
（
東
北
地
方
整
備
局
）

〔
資
　
　
料
〕

閣
議
決
定
等
事
項

〔
公
　
　
告
〕

　
　
　
　
　
諸
事
項

　
裁
判
所

　
　
相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

　
　
破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

　
特
殊
法
人
等

　
　
財
務
省
共
済
組
合
定
款
の
一
部
変
更
関
係

　
地
方
公
共
団
体

　
　
教
育
職
員
免
許
状
取
上
げ
処
分
関
係

　
会
社
そ
の
他
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ω
　
イ
ン
ド
政
府
は
、
J
I
C
A
に
つ
い
て
、
借
款
及
び
そ
れ
か
ら
生
ず
る
利
子
に
対
し
て
又
は
そ
れ
ら
に
関
連
し

　
　
て
イ
ン
ド
に
お
い
て
謀
さ
れ
る
全
て
の
財
政
課
徴
金
及
び
租
税
を
免
除
す
る
。

　
③
　
イ
ン
ド
政
府
は
、
次
の
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
。

　
　
伺
　
借
款
が
生
産
物
若
し
く
は
役
務
又
は
そ
れ
ら
の
輸
入
、
製
造
、
調
達
若
し
く
は
供
給
に
関
連
し
て
イ
ン
ド
に

　
　
　
お
い
て
課
さ
れ
る
い
か
な
る
租
税
の
支
払
に
も
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
。

　
　
㈲
　
請
負
業
者
又
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
支
払
う
個
人
所
得
税
又
は
法
人
税
を
除
く
い
か
な
る
税
も
、
実
際
の
調

　
　
　
達
手
続
に
お
い
て
容
易
に
判
別
で
き
る
税
（
主
要
請
負
業
者
又
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
イ
ン
ド
の
実
施
機
関
と

　
　
　
の
間
の
直
接
契
約
に
よ
り
計
画
に
供
給
ざ
れ
る
最
終
の
生
産
物
又
は
役
務
に
関
連
し
て
課
さ
れ
る
税
を
含
む
。
）

　
　
　
で
あ
る
場
合
に
は
、
イ
ン
ド
の
実
施
機
関
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
。

8
　
イ
ン
ド
政
府
は
、
次
の
こ
と
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
。

　
㈲
借
款
が
適
正
に
か
つ
専
ら
計
画
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

　
働
借
款
に
基
づ
く
施
設
の
建
設
及
び
当
該
施
設
の
使
用
に
当
た
り
、
計
画
の
実
施
に
従
事
す
る
者
及
び
イ
ン
ド
の
．

　
　
一
般
公
衆
の
安
全
を
確
保
し
、
及
び
維
持
す
る
こ
と
。

　
＠
借
款
に
基
づ
い
て
建
設
さ
れ
る
施
設
が
こ
の
了
解
に
定
め
る
目
的
の
た
め
に
適
正
に
か
つ
効
果
的
に
維
持
さ

　
　
れ
、
及
び
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

9
　
イ
ン
ド
政
府
は
、
要
請
に
応
じ
、
日
本
国
政
府
及
び
J
I
C
A
に
対
し
、
次
の
も
の
を
提
供
す
る
。

　
㈲
　
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
及
び
資
料

　
㈲
計
画
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
情
報

10
@
両
政
府
は
、
こ
の
了
解
か
ら
又
は
そ
れ
に
関
連
し
て
生
ず
る
こ
と
の
あ
る
い
か
な
る
事
項
に
つ
い
て
も
相
互
に
協

　
議
す
る
。

n
　
こ
の
書
簡
の
付
表
は
、
と
の
書
簡
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
。

　
本
使
は
、
更
に
、
こ
の
書
簡
及
び
前
記
の
了
解
を
イ
ン
ド
政
府
に
代
わ
っ
て
確
露
さ
れ
る
閣
下
の
返
簡
が
両
政
府
間

の
合
意
を
構
成
し
、
そ
の
合
意
が
閣
下
の
返
固
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
光
栄
を

有
し
ま
す
。

　
本
使
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
重
ね
て
閣
下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
　
二
千
十
二
年
三
月
二
十
九
日
に
ニ
ュ
τ
デ
リ
τ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
駐
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
日
本
国
特
命
全
権
大
使
　
齋
木
昭
隆

　
イ
ン
ド
財
務
省

　
　
　
経
済
局
局
長
プ
ラ
ボ
τ
ド
・
サ
ク
セ
ナ
閣
下

　
　
　
付
表

2 1

画 フム輸 事

西
ベ
ン
ガ
ル

　　一H建送ア
ﾋ
シ
マ
・
嵩
辣

業
計
画
名

1

百六

恟¥
隼重
撃

円三

ｭ
七百

S七
限 2

七 万十 塁
千 円九

るンコ るンコ
支トン トン

鉾籔 にサﾎ
ル
す
タ

○
● O
●

○
● 一
●

と穴利

O
ム
ノ
、 O 四 1子 3

一 葦 一 ㌻率

舞 の十・

續N 償・

三の 二の 還
十据 十握 4
年置 年置 期

閣 期 間
間

十 六 効
年 年 の支

目　出の後期

5

）の間

ｭ

総
　
　
額

千
三
百
四
十
二
億
八
千
八
百
万
円

　
　
　
　
（
イ
ン
ド
側
書
簡
）

（
訳
文
）

　
書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
官
は
、
本
日
付
け
の
閣
下
の
次
の
書
簡
を
受
領
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
光
栄

を
有
し
ま
す
。

　
　
　
（
日
本
側
書
簡
）

　
本
官
は
、
更
に
、
前
記
の
了
解
を
イ
ン
ド
政
府
に
代
わ
っ
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
閣
下
の
書
簡
及
び
こ
の
返
簡
が

両
政
府
間
の
合
意
を
構
成
し
、
そ
の
合
意
が
こ
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
に
同
意
す
る

光
栄
を
有
し
ま
す
。

　
本
官
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
ご
こ
に
重
ね
て
閣
下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
　
二
千
十
二
年
三
月
二
十
九
日
に
ニ
ュ
τ
デ
リ
ー
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
財
務
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
局
局
長
　
プ
ラ
ボ
ー
ド
・
サ
ク
セ
ナ

　
イ
ン
ド
駐
在

　
　
　
日
本
国
特
命
全
権
大
使
　
齋
木
昭
隆
閣
下

O
厚
生
労
働
省
皆
示
第
三
百
三
十
八
号

　
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬

価
基
準
×
平
成
二
十
年
優
生
労
働
省
告
示
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
小
宮
山
洋
子
．

　
平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日

別
表
に
第
6
部
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

恥

灘
O
喪

　
冴

　
　
　
　
（
樹
）

樋
穐
㌔
マ
ン
灘
器
諾

関
穐
㌔
マ
ン
灘
＆
躍

　
　
　
　
（
9
）

～
通
魔
一
￥
》
γ
灘
一
〇
韻

べ
曳
鴫
マ
㌔
マ
プ
欺
…
一
冒

　
　
　
　
（
勘
）

H
民
q
刈
関
へ
O
O
灘
ω
裾

B
民
こ
刈
圃
へ
O
U
瀧
O
凝

B
民
q
刈
圃
義
O
O
灘
旨
据

B
民
こ
刈
圃
べ
O
O
瀧
陛
認

　
　
　
　
（
叶
）

ヰ
ト
事
マ
ー
》
苫
田
霊
蓉
a
＊

　
　
　
　
（
酬
）

㌔
マ
黄
×
庸
灘
一
諾

、
マ
静
×
隣
論
N
躍
．

》
黄
×
昏
灘
ω
据

　
　
　
　
（
＃
）

一
￥
噸
斗
ペ
プ
翫
…
ω
O
O
ヨ
四

目ロ

　
　
　
　
　
　
（
肘
）

㊥
　
牌
モ
刈
図
×
プ
醇
一
〇
凋

⑪
　
尋
融
団
団
×
プ
蟹
O
諾

酵

菌

　　礒
　…田

菌

迎

謀
　
　
　
（
騎
）

　
　
鷺

溢
　
　
鵡
　
　
糠
　
　
嘗

ぎ
据
一
溜

き
据
一
難

一
。
据
一
難

一
㎝
躍
一
瀦

ω
据
一
階

O
据
一
瀦

旨
認
一
黙

思
据
一
難

謡
O
据
q
昌
一
曲

ωN、一
揖据据
け　け　り

黙黙瀦

　
　
　
　
　
ω
。
。
据
一
瀧

　
　
鷺

遡
　
　
雷
　
　
振
　
　
盲

目
承
＝
＝
磯

目
＊
q
目
＝
醸

鵜
　
　
自

　
田一ω

9
¢
0

8
伊
“
O

ω
認
・
“
O

㎝
ω
O
．
き

2
ト
O

嵩
9
ω
O

謹
O
・
ざ

0
ミ
●
き

一
．
零
O
・
①
O

“
O
・
①
O

刈
o
o
菊
O

塗
．
o
o
O

O
o
o
・
㎝
O

樹
　
　
自

　
　
　
田ω

認

一
・
O
O
O
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（
勢
）

冴
》
ヰ
ベ
蹴
×
掛
蕗
珊
整
㎝
。
溜

尋
て
ヰ
ベ
蹴
×
抵
郵
堺
薯
ざ
凝

　
　
　
　
（
粛
）

輪
斗
ロ
▽
掛
簾
磯
酵
、
ご
曳
8
。
誌

　
　
　
　
（
O
）

虫
》
刈
一
野
島
↓
酵
誌
O
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
享

　
　
　
激

　
　
　
　
（
猷
）

関
義
刈
関
連
▽
斬
瑠
蓉
O
．
一
＊

　
　
　
　
（
抑
）

B
卜
守
貸
こ
百
唇

歯

調

㎝
。
混
一
歯

噛
。
据
一
漸

8
0
誌
一
〇
。
艮
一
燐

　
　
　
旨
O
据
一
●
醐
昌
こ
田

　
　
鵜

灘
　
　
鵡
　
　
振
　
　
自

9
一
＊
一
昌

一
⑦
b
9

曽
・
8
婚

合
お
o
o

翫
レ
紹

鷺
　
　
自

　
田“

器
b
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
歯
　
　
　
　
一
葦
8

0
厚
生
労
働
省
告
示
篶
三
百
三
十
九
号
，

　
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
養
担
当
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
）
第
二
十
条
第
二
号
へ
及
び
ト

並
び
に
第
二
十
一
条
第
二
号
へ
並
び
に
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
給
付
等
の
取
扱

い
及
び
担
当
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
五
十
八
年
厚
田
省
告
示
第
十
四
号
）
第
二
十
条
第
三
号
へ
及
び
ト
並
び
に
第
二
十

，
一
条
第
三
号
へ
の
規
定
に
基
う
き
、
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に
療
担
基
準
に
基
う
き
厚
田
労
働
大
臣
が
定
め
る

掲
示
事
項
等
（
平
成
十
八
年
厚
王
労
働
省
告
示
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
小
宮
山
洋
子

　
第
十
第
一
号
中
「
及
び
ヘ
パ
リ
ン
カ
ル
シ
ウ
ム
製
剤
」
を
「
、
ヘ
パ
リ
ン
カ
ル
シ
ウ
ム
製
剤
及
び
オ
キ
シ
コ
ド
ン
塩

酸
塩
製
剤
」
に
改
め
る
。

　
第
十
第
二
号
H
ハ
中
「
及
び
リ
オ
ベ
ル
配
A
且
駝
」
D
」
を
「
、
リ
オ
ベ
ル
配
合
錠
」
P
及
び
サ
ム
チ
レ
τ
ル
内
用
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

濁
液
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
罹
患
し
て
い
る
患
者
に
投
与
す
る
も
の
に
限
る
。
）
」
に
改
め
る
。

O
厚
生
労
働
省
告
示
篶
三
百
四
十
号

　
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
に
お
け
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労

働
省
告
示
第
九
十
三
号
）
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
基
う
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
に
お
け
る
療

養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
者
（
平
成
二
十

四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
小
宮
山
洋
子

　
割
表
2
の
項
中
「
岡
邸
。
）
」
を
「
尚
ぶ
。
）
π
熟
ぶ
ゆ
e
π
商
酬
。
）
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

8 斜

痢廿 襟皿H
ぶヌ u蹄λ
ぴ桃 ～1コ口

o刈 べ胃・二

汽、

�､
脚質

ぶ
｛
1
し
》

建
蛙

（描き・

．
嬉
鷺議

e
藝
．
殴
鴫
．π

艇
で
’

べ
団
鶏
所
盤

神
姦
．

贈
群

轟
轡
知
π

誌
。 8
0
8
0
§ 8
0
§ 8
0
8
0

’80

o o o o o o o o o吋 司 q 輔 → 輔 → 輔 →
O
目
O

塁’ 墓 墓 邑 塁
臼
。 旦 邑

O
昌
昌

o
H
齢
詳

o
に
日

欝
貫

輔
図
ト
冒

輔
H
占
o
H

↓
H
ω
昌

＝
齢
目
一
2
目

寡
奮
示
華
三
号

　
森
林
病
害
虫
等
防
除
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
五
十

三
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
第
一
号

に
掲
げ
る
命
令
を
す
る
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
当
該
命
令
に
係
る
事
項
を
次
の
よ
う
に
公
表
す
る
。

　
平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
鹿
野
道
彦

　
　
区
域
及
び
期
間

　
H
．
区
域

　
　
　
岩
手
県

　
　
　
　
一
関
市
及
び
陸
前
高
田
市

　
　
　
霞
棚
県

　
　
　
　
気
仙
沼
市

　
　
　
秋
田
県

　
　
　
　
大
館
市
、
鹿
角
市
及
び
鹿
角
郡
小
坂
町

　
　
　
新
潟
県

　
　
　
　
佐
渡
市

　
　
　
の
区
域
内
に
あ
る
松
林
の
区
域
の
う
ち
次
σ
と
お

　
　
　
り
と
す
る
。
（
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の

　
　
　
関
係
書
類
を
林
野
庁
森
林
整
備
部
研
究
・
保
全

　
　
　
課
、
関
係
県
庁
、
関
係
市
役
所
及
び
関
係
町
役
場

　
　
　
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

　
⇔
期
間

　
　
　
平
成
二
十
四
年
五
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
＝
．

　
　
月
二
十
五
旧
ま
で
・

　
　
松
く
い
虫

　
　
松
く
い
虫
が
付
着
し
て
い
る
樹
木
を
所
有
し
、
又
は

　
管
理
す
る
者
は
、
当
該
樹
木
の
伐
倒
及
び
薬
剤
の
散
布

　
若
し
く
は
当
該
樹
木
の
伐
倒
及
び
薬
剤
に
よ
る
く
ん
蒸

　
又
は
当
該
樹
木
の
伐
倒
及
び
刺
皮
並
び
に
松
く
い
虫
及

び
そ
の
付
着
し
て
い
る
枝
条
及
び
樹
皮
の
焼
却
を
し
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
一
の
H
に
定
め
る
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
松
林
に
お
．

　
い
て
前
年
度
に
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
お

り
、
本
年
度
の
気
象
条
件
及
び
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害

　
の
発
生
状
況
か
ら
み
て
、
松
く
い
虫
が
異
常
に
ま
ん
延

し
、
当
該
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
松
林
に
重
大
な
損
害

を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
。

H
　
三
に
定
め
る
措
置
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
森
林

　
　
害
虫
防
除
員
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
昌
　
三
に
定
め
る
措
置
を
行
っ
た
者
又
は
そ
の
代
理
人

　
　
は
、
当
該
措
置
を
行
っ
た
後
速
や
か
に
、
当
該
措
置

　
　
を
行
っ
た
樹
木
の
所
在
す
る
地
域
を
管
帽
す
る
県
知

二
　
森
林
病
害
虫
等
の
種
類

三
　
行
う
べ
き
措
置
の
内
容
，

四
命
令
を
し
ょ
う
と
す
る
理
由

五
　
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
事
を
経
由
し
て
、
農
林
水
産
大
臣
に
そ
の
旨
を
届
け

　
　
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
肉
に
よ
り
損
失

　
　
補
償
の
申
講
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

　
　
な
い
。

　
国
　
三
に
定
め
る
措
置
に
伴
う
損
失
補
償
を
受
け
よ
う

　
　
と
す
る
者
は
、
別
に
定
め
る
申
講
書
を
当
該
措
置
を

　
　
行
っ
た
後
速
や
か
に
、
当
該
措
置
を
行
っ
た
樹
木
の

　
　
所
在
す
る
地
域
を
管
糟
す
る
県
知
事
を
経
由
し
て
農

　
　
林
水
産
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
林

　
　
水
産
大
臣
は
、
損
失
補
償
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、

　
　
当
該
申
請
を
し
た
者
が
当
該
措
置
を
行
っ
た
か
ど
う

　
　
か
を
確
認
し
て
、
損
失
補
償
金
の
額
を
決
定
し
、
損

　
　
失
補
償
金
を
交
付
す
る
。

　
四
農
林
水
産
大
臣
は
、
三
に
定
め
る
措
置
を
行
う
べ

　
　
き
樹
木
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
が
一
の
昌
に

　
　
定
め
る
期
間
内
に
当
該
措
置
を
行
わ
な
い
と
き
、

　
　
行
っ
て
い
て
も
十
分
で
な
い
と
認
め
る
と
き
、
又
は

　
　
行
う
見
込
み
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
き
当
該
措
置

　
　
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
国
農
林
水
産
大
臣
は
、
圃
の
措
置
を
行
っ
た
場
合
に

　
　
お
い
て
、
そ
の
要
し
た
費
用
の
額
が
、
三
に
定
め
る

　
　
措
置
を
行
う
べ
き
者
が
自
ら
当
該
措
置
の
全
部
又
は
、

　
　
一
部
を
行
っ
た
と
し
た
場
合
に
そ
の
者
が
受
け
る
こ

　
　
と
と
な
る
べ
き
補
償
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の

　
　
超
え
る
部
分
の
額
に
相
当
す
る
額
を
そ
の
者
か
ら
徴

　
　
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

O
農
林
水
産
省
皆
示
第
千
二
十
四
号

　
森
林
病
害
虫
等
防
除
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
五
十

三
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
第
四
号

に
掲
げ
る
命
令
を
す
る
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
当
該
命
令
に
係
る
事
項
を
次
の
よ
う
に
公
表
す
る
。

　
平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
　
鹿
野
道
彦

一
　
区
域
及
び
期
間

　
H
　
区
域

　
　
　
宮
城
県

　
　
　
　
気
仙
沼
市

　
　
　
秋
田
県

　
　
　
　
能
代
市
、
男
鹿
市
、
に
か
ほ
市
並
び
に
山
本
郡

　
　
　
　
三
種
町
及
び
八
峰
町

　
　
　
山
形
県

　
　
　
　
飽
海
郡
遊
佐
町

　
　
　
の
区
域
内
に
あ
る
松
林
の
区
域
の
う
ち
次
の
と
お

　
　
　
り
と
す
る
。
（
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
へ
そ
の

　
　
　
関
係
書
類
を
林
野
庁
森
林
整
備
部
研
究
・
保
全

　
　
　
課
、
関
係
県
庁
、
関
係
市
役
所
及
び
関
係
町
役
場

　
　
　
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

・
口
期
間

　
　
　
平
成
二
十
四
年
五
月
七
日
か
ら
同
年
八
月
三
十
一

　
　
日
ま
で

、
■
㌧



保医発0417第3号
平成24年4月17日

地方厚生（支）局医療課長

都道府県民生主管部（局）

　国民健康保険主管課（部）長

都道府県後期高齢者医療主管部（局）

　後期高齢者医療主管課（部）長

殿

厚生労働省保険局医療課長

厚生労働大臣が指定する病院の病棟における療養に要する費用の額の算定方法

第1項第五号の規定に基づき厚生労働大臣が別に定める患者について

　本日、　「厚生労働大臣が指定する病院の病棟における療養に要する費用の額の算定方法第1項第五

号の規定に基づき厚生労働大臣が定める者」　（平成24年厚生労働省告示第140号）が改正されたとこ

ろであるが、D　PC制度のより一層の透明化、適正化等を図る観点から、その取扱いについて別添の

とおり通知するので、関係者に対し周知徹底を図られたい。

記

1．改正の概要について

　厚生労働大臣が指定する病院の病棟における療養に要する費用の額の算定方法第一項第五号の

規定に基づき厚生労働大臣が定める者（平成24年厚生労働省告示第140号）第二号の別表に、エ

ベロリムス、カスポファンギン酢酸塩を追加する。

2．関係通知の一部改正について

　「厚生労働大臣が指定する病院の病棟における療養に要する費用の額の算定方法第1項第五号の

規定に基づき厚生労働大臣が別に定める患者について（通知）」　ぐ平成24年3月30日保医発第03

30第1号）の別表を別紙のとおり改める。

3．関係通知の一部修正について

　「厚生労働大臣が指定する病院の病棟における療養に要する費用の額の算定方法第1項第五号の

規定に基づき厚生労働大臣が別に定める患者について（通知）」　（平成24年3月30日保医発第03

30第1号）について、別添のとおり訂正する。
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10

藁　翻　亀

エプタコグ　　7’レ77
（緬惟聖》　（遭伝子細
横え）

ポリエチレングリコー
ル処珊人免喪グロブリ
ン

ウス予キヌマブ（逡伝
手縄換え）

エリブリンメシ」レ酸塩

ポリノスタット

ゴリムマブ（逡伝千億
換え）

ダプトマイシン

テリパ，チド（遺伝子
艦換え）

ベンダムスチン燈酸塩

アザシチジン

鰭　痢く◎考，

注射用1ポセブン
　1．加8｛2．蹟1）、4．酬（8．騙1）

ノポセブンH　I静注用
　1麗（1顧1）、伽8偽り、騙‘（馳1）

ぽ血ヴェノグロブリンm5鮪節注
　0，580mO亀1812伽1〕
　2．58（5伽1｝．5‘（100繭，）

ス予ラーラ庚下注45麗シリンジ

ハラヴェン静注1㎎

ソリンザカプセル100■8

シンポニー良下達5m‘シリンジ

キュビシン静注用350町

7オ・’レテオ’庚「F注キット600μ8

トレアキシン貞矯静注用100㎎

ピダーザ注射用100顧‘

適　応　血

　コb一皿亀蕊び／又は帥L《Oこ

射する抗体蚕操有し喀血小額
　血不広壮鯵が過表又は窺在
見られるグランツマン血小梅
無力虎口讐の出血傾向の押鯛

全身聖霊血鯛無力感（ステロ
イド痢又はステロイド翔以外
の免疫柳綱蒲が十分に奏功し
ない場合に鳳る）

既拝酒癖で効果不十分な関節
　性乾癬

既喜捨療で効果不十分な尋常
性鞄●

手術不億又は再働乳癌

良膚丁細胸懐リンパロ

既霧泊療で幼果不十分む贋儲
リウマチ（蘭鰯の構造的損傷
の防止を含む）

随郎薗樹
ダプトマイシンに感惟のメチ
シリン耐性貴台ブドウ憩■
（駅SA）

隔彫塗1
敗直往、磁築性心内膜炎．漂
権恰度膚●餓建．鈴傷・熱傷
濠び手術劇等の二次O鱗、び
らん・潰瘍の二次感蛾

骨折の危陰性の貰い脅葛鱈虚

再働又は雑酒惟の下記撰鼻
・億思惟躍β鰯胸懐8ホジキ
ンリンパ瞳
・マント’レ釦飽リンノく艦

骨髄興形成建儀騨

100－10（O考，

D691

6700

L405，”0703，圏0713，鰭0拠，”073‘，

醜ogo6

L400，

C50＄

C840．C桝1

■053，　鰯0606，　■068ε，　■069ε

1認3

LO3＄，LO83

A410

齢80＄，　”81＄，　■823

C823，　C830，　C831，　C832，　C838，　C851

D46＄

診断騨分翔番号

一
130110箕1欺浦翼翼　　130110翼1麗麗翼Oxx

130110x1翼x其3x翼

　　腔
0，0130翼翼01翼O翼翼　　　010130xx97xOxx

O10130麗麗99翼0麗麗　　　　010130翼翼99x3xx

070470欺01麗2箕x　　O7㎝フOxxO2xOxx
O7㏄70x翼02x2其其　　　　070470xxO3xO翼翼

070470x翼03x2其其　　　　070470xx97xOx麗

070470欺97x2其其　　070470x笈99xO罵x
Oフ㏄70xx99x1甚x　　O70470翼翼99x2x翼

080140箕欺甑0器

090010xO1翼3麗麗　　　　090010翼xO2x3x翼

㎜10麗97其30其㎜010x翼97麗31翼
㎝10麓99翼30其090010欺99x31x

130030xx99麗30麗　　　　130030其x99x31x

070470期99翼4欺

　060090欺97xO継　　　050090xx99翼Ox翼
　050090翼翼99翼1猷一　080011x翼970麓Ox　　　　O80011麗x971罵xx
　O80011欺99甑欺一一180010翼0欺翼0欺　　　180010x1麗継0翼翼
070370欺99xx欺

130030翼翼97麓2x翼　　　　130030x笈99其2xx

130030xx99x30箕　　　　130030翼x99x31x

130060x翼97其30x　　　　130060xx99x3翼x
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1
1

12

13

14

15

16

17

1β

19

20

薬　剤　毛

口篭ブロステム｛遺伝
子借換蒐》

A型ポツリヌス毒素製
剤

トラスッズマブ（遺伝
子細換え）

工」レロチ二二ブ塙酸塊

ポルテゾミブ

カルポプラチン

才弾クトレオ’チド酢酸旭

ペバシズマブ（遺伝子
組換え）

7インゴリモド塙酸塊

テラブレピル

銘　柄（の考）

ロミプレート皮下注250μ‘■農用

ポトックス注用50単位、100単位

ハ㌣セプテン注射用00、注射用150

タルセバ麓

ベルケイド注射用3㎎

パうブラチン注射俵　5α聡
パラプラテン注射腋150鳳8
パつブラチン注射譲4伽

パラプラテン15偽‘注射用

サンドスタチン“R筋注用1加8
サンドスタテン“脇注用2隔‘
サンドスタチンU賜注用3恥‘

アパステン点滴静注用

イムセラカプセル0．5㎎
ジレニアカプセル0．5㎎

テラピック錠250煽一

鏑　応　血

　性察免性血小振減少性紫斑
病

上鼓室縮
下鼓寵縮

駅2過剰免親が鷺縁された治
億切除不備な進行・再億の貿
癌

酒癒切除不能な臓癌

豪酒療の夢死惟骨髄腫

乳癌

鋼化管紳穏内分泌■瘍

手術不龍又は再鯖乳癌

づ動憔硬化鹿の覆髄予防贋び
身体的瞳轡の遂行押鯛

セログルーブ1（（ジェノタ
ィプ：（1の又は1∬（1b，の
C型慢性肝炎における次のい
ずれかのウイ’レス血建の融O
（1⊃　血中HCサ　R蝋重力‘盲櫨の

素論療億轡
（2）インターフェロン製剤
単独療詮．又はリバピリン併
用療法で無効又は再燃となっ
た曝者

lCD－10（φ考）

0693

（怜竃出楽ない）

C16＄

C253

C900

C503

C269

C254，　D137

C503

G35

B182

診断騨分類番号

130110翼0欺翼0欺　　130110xlxxxOx翼

全ての齢断群分翔番号

0◎0020麗麗01麓3欺

060020麓麓03貫3翼翼

0600⑳欺97翼2欺
060020欺99麗2継
0600⑳器99翼31麗

060020麓翼02翼3鳳翼

060020翼翼04翼3翼箕

060020晃凶7翼3麗麓

06002倣箕99翼30箕

06007麗欺0104㍑
06007継x97其3翼駕

06007其翼麓99翼3貫翼

㎜7欺麓011轍
06007翼翼麗97翼40麓

060σ7其欺99麗40翼

1300噂0麗麗97麗5麗x

130040麗箕99麗51翼
1㎜㈱9翼50翼

090010翼麓01其5翼翼　㎜010xx99翼5欺

060035麗翼0103翼翼

060035翼麓97麗2麗其

060035麓貫97x31箕

060035翼翼99x30翼

060035欺0113欺
㎜035貫翼97×30箕

060035麗其99麗2欺

060035翼鈍99麗31箕

06007翼欺01㎝欺
06007縦翼97翼3欺
0600フ翼麗翼97麗41駕

06007欺翼99翼40貫

060007貰箕0114箕翼

㎜7欺麗97翼40x
OOOO7其麗麗99翼3翼翼

06007x甑99x41其

090010其翼01箕4期

090010翼其99x4x其

090010xxO2x4，【貰

　〇10090麗麗箕x麗0欺

　060295箕翼97x1其x　　　　O⑤0295xx99xl　x翼
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21

22

23

24

25

26

藁　翔　毛

ホスフエニトインナト
りウム＊顎物　・

テ・リパラテド酢酸塊

カナキ又マブ（遺伝子
　換幻

7’レベストつント

エベロリムス

カスポファンギン酢酸
塩

儲姻‘●脅）

ホストイン静注750鴫

テリポン良「F注用56．5μ8

イ，IJス座下注用150㎎

7エソロデックス筋注250鴫

ア7イニトール蝕5㎎

カンサイダス貞篇静注用50剛
力ンサイダス貞滴静注用70㎎

鏑　応　直

てんかん重騎状鱒

　口鉾料亭備又は億臓瞳書
（■鶴外傷辱）時のてんかん
働伶の勇珊仰釧

　7エニトイン壷継目投尊し
ているてんかん口奢における
一時醜な代曽療塊

骨訴の危験健の富い骨竈篇塵

以下のクリオピリン聞違周期
性直儀騨
・露塵憶寒冷働己炎建虚儀騨
・マックル・ウ＝ルズ直領騨
・新生児期傷痕多鑓臓墨渠炎
　憧償慮

闘鰹後乳癌

臓紳軽内分泌口癖

　寓口6築が憂われる働験懐
鋒中疎鵬少直
②食道カンジダ血
　侵襲惟カンジダ虚、アスペ
ルギルス寵

！00－10（参考⊃

G40串，G41ε

0803，　舶813，　”823

C503

C25＄

D70

診断騨分繭番号

一
　〇10230勘【97ゆ0翼

　010230麗麗9フ貫2甑

　010230期99浦1翼

　01㎎30欺99翼11x
　O10230貰笑99麓21其

010器O欺97翼01麗

01023倣麗99麓00翼

01023倣箕99箕10麓

010230翼x99翼20貫

0703”翼翼97翼翼其其　　　　070370x麗99翼翼x翼

奮ての鯵師勝分翔番号

090010麗麗01麓3翼翼　　　　090010xxO2x3x翼

090010翼翼97x30x　　　　O90010裏x9フx31〕【

090010翼翼99翼30翼　　　0900罵O翼x99x31其

00007翼欺0104其其

06007其其貫97翼3其其

06007其翼翼97貫“翼

06007翼翼翼99翼40翼

06007xx麓0114翼翼

㎜7黙契97麗40翼
00007麗麗x99x3x叉

06007翼xκ99箕41x

130070甑99麓0期



正 誤　表

囲正 誤

刎級 窺鋸

藁禦　名 鐘露建 齢賃㎜号 藁粥名 叢略建 顯讐分蟻蚕号青鬚

ﾔ号 盤櫛‘勧） 10卜10停船
輪
禍 盤賃‘参考⊃ ICO一書0惨毒｝

1 騰9量

一
1 1ブタコグ　アルファ

o溶性型）（遺伝子組
ｦ⊃

建射用ノポセプン
@1．2㎏《2．2■1）、噸』1¢．』リ

mポセヲンH　l静朗
@重曙（1■1）、2略伝0、5剛』1）

　1』一”O義びノ又は縄却：

ﾋする鏡体書蘇資し。血小蟹
ﾋ自下露状9が逡血又は禦権
ｩらhるグランツマン血小紅
ﾟ力虚血看の出血幡自の掴剛

13011色1”加　　13011伽1翼廊
　プ，コグ　7ルフア
ﾗ憧璽｝‘適儀子釦犠
ｦ，

注射応ノポセプン

@1．惣α2藺IL4．』1｛乱5嶋0

mポセプンH　l厳胡
@1囎。●IL2曜伽。．5剛』の

Ib一■●盈びノ又は期：
ｷる緯儒書僚有し。直櫨
ｼ下跡検量部遇壷又ほ罷崔
轤黷驛Oランツマン血小梅
ﾍ建O賓の出盧領禽の捧鱒

一　13011血1期漁寓　　130110賦1期漁■

2帽20

（略｝ （略｝ ｛購， 備》 ‘尉

2細20

｛略｝ 煽｝ （略》 備｝ （略）

21 ホストイン穏注拓晦 0403．O覗3

一
21 ホストイン“注7陥唱ホスフェニトインナト

閭Eム水和絢
てんかん鉱犠綾鰺

L飾縄平編又は9臓曝書
b顛飾飾磨箏，働Oてんかん

㎝口30ロ97』山　　飢023』91』1：
O1但30凶”瓢　皿隅0膚口3飯茄0書：　　㎝働1阪

　スフェニトインナトIj

Eム綿物
G403．G413 一　〇102ぬ：91曲　　OlO2翫翼97測翼

一
　んかん重織犠蟄

e齢鵜手編又ほ3撒緯書
e員8甚優等｝鱒のてんかん
@の免■紳贈

@　一

0102㎜期
O10”伽舖』01！　O1㎜10算
O102加9翼11翼　m伽は鱒曲
O102㎜2h

億碓の億嚢”獅

@　　二

創働1h　　O10㎜p02旗一陽雌転

22帰

｛略） ｛略⊃ 煽） 儲》 煽｝

鍵幅
Q6

煽｝ ｛略⊃ ‘聯 ‘略） （略）


